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判
　
例
　
研
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
九
二
二
）

〔
刑
法
　
一
六
〕

麻
薬
取
締
法
第
六
四
条
と
刑
法
第
六
五
条
第
二
項
に
い
う

「
身
分
二
因
リ
特
二
刑
ノ
軽
重
ア
ル
ト
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
灘
鎌
　
欝
讐

　
【
事
実
】
本
件
被
告
人
は
、
韓
国
船
多
島
号
の
船
員
で
あ
る
が
、
韓
国
に
居

住
し
．
か
ね
て
か
ら
営
利
の
目
的
で
韓
国
船
員
を
通
じ
て
わ
が
国
に
麻
薬
を
密

輸
入
し
て
い
た
甲
に
依
頼
さ
れ
、
被
告
人
は
、
甲
の
右
意
図
を
了
知
し
な
が
ら

こ
れ
に
協
力
加
担
し
、
わ
が
国
に
到
着
後
、
第
一
審
相
被
告
人
乙
と
共
同
し
て

甲
か
ら
託
さ
れ
た
麻
薬
約
三
五
七
グ
ラ
ム
を
携
帯
陸
揚
げ
し
、
本
邦
に
密
輸
入

し
た
事
案
に
つ
い
て
、
第
一
審
は
、
被
告
人
と
乙
の
両
名
に
つ
き
、
営
利
の
目

的
で
麻
薬
を
密
輸
入
し
た
も
の
と
し
て
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項
、
二
一
条

一
項
、
刑
法
六
〇
条
を
適
用
し
て
被
告
人
を
懲
役
一
〇
年
に
処
し
た
。
こ
れ
に



対
し
、
被
告
人
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
原
審
は
、
被
告
人
の
量
刑
不
当
の
主
張

に
対
す
る
判
断
に
関
連
し
て
、
「
甲
は
、
本
件
麻
薬
を
営
利
目
的
で
本
邦
に
密

輸
入
し
よ
う
と
の
意
図
の
下
に
被
告
人
に
そ
の
密
輸
入
を
依
頼
し
た
も
の
と
い

う
べ
く
、
被
告
人
は
、
甲
の
右
意
図
を
了
知
し
な
が
ら
こ
れ
に
協
力
加
担
し
、

本
邦
到
着
後
、
原
審
相
被
告
人
乙
と
共
同
し
て
本
件
麻
薬
密
輸
入
の
実
行
行
為

を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
お
よ
び
乙
は
甲
と
共
謀
共
同
正
犯
の
関
係
に

あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
．
従
つ
て
、
被
告
人
に
つ
き
営
利
目
的
を
肯
認
し
た

原
判
決
は
結
局
相
当
で
あ
る
．
」
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
．
こ
れ
に
対
し
、
被

告
人
お
よ
び
弁
護
人
は
、
事
実
誤
認
、
単
な
る
法
令
違
反
、
量
刑
不
当
を
主
張

し
た
。

　
【
判
旨
】
　
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
は
、
被
告
人
お
よ
び
弁
護
人
の
上
告
趣

意
は
上
告
適
法
の
理
由
に
あ
た
ら
な
い
と
し
、
次
い
で
、
職
権
調
査
の
う
え
、

次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
原
判
決
お
よ
び
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
前
記
一
審

判
決
認
定
事
実
の
中
、
被
告
人
に
営
利
の
目
的
が
あ
つ
た
と
の
部
分
を
除
く
そ

の
余
の
事
実
に
つ
き
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
一
項
、
二
一
条
一
項
、
刑
法
六
〇

条
を
適
用
し
て
、
被
告
人
を
懲
役
八
年
に
処
し
た
．
す
な
わ
ち
、

「
麻
薬
取
締
法
六
四
条
一
項
は
、
同
法
一
二
条
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
麻
薬

を
輸
入
し
た
老
は
一
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
旨
規
定
し
、
同
法
六
四
条

二
項
は
、
営
利
の
目
的
で
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
無
期
若
し
く
は
三
年

以
上
の
懲
役
に
処
し
、
又
は
情
状
に
よ
り
無
期
若
し
く
は
三
年
以
上
の
懲
役
及

び
五
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
．
こ
れ
に
よ
つ
て
み
る

と
、
同
条
は
、
同
じ
よ
う
に
同
法
二
一
条
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
麻
薬
夕
、
輸

入
し
た
者
に
対
し
て
も
、
犯
人
が
営
利
の
目
的
を
ち
つ
て
い
た
か
否
か
と
い
う

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

犯
人
の
特
殊
な
状
態
の
差
異
に
よ
つ
て
、
各
犯
人
に
科
す
べ
き
刑
の
軽
重
の
区

別
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
刑
法
六
五
条
二
項
に
い
う
「
身
分
二
因
リ
特

二
刑
ノ
軽
重
ア
ル
ト
キ
」
に
当
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
営
利
の
目
的
を
も
つ
者
と
も
た
な
い
者
と
が
、
共
同
し
て
麻
薬
取
締
法

一
二
条
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
麻
薬
を
輸
入
し
た
場
合
に
は
、
刑
法
六
五
条

二
項
に
よ
り
、
営
利
の
目
的
を
も
つ
者
に
対
し
て
は
麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項

の
刑
を
、
営
利
の
目
的
を
も
た
な
い
者
に
対
し
て
は
同
条
一
項
の
刑
を
科
す
べ

き
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
原
判
決
お
よ
び
そ
の
是
認
す
る
第
一
審
判
決
は
、
共
犯
者
で
あ
る

甲
が
営
利
の
目
的
を
も
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
だ
け
で
、

み
ず
か
ら
は
営
利
の
目
的
を
も
つ
て
い
な
か
つ
た
被
告
人
に
対
し
て
、
同
条
二

項
の
罪
の
成
立
を
認
め
、
同
条
項
の
刑
を
科
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
判

決
に
は
同
条
お
よ
び
刑
法
六
五
条
二
項
の
解
釈
適
用
を
誤
つ
た
違
法
が
あ
り
、

右
違
法
は
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
破
棄
し
な
け
れ
ば

著
し
く
正
義
に
反
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
」

　
【
評
釈
】
　
理
由
に
疑
問
は
あ
る
が
判
旨
に
賛
成
。

　
本
件
で
は
、
麻
薬
を
携
帯
陸
揚
げ
し
て
密
輸
入
し
た
被
告
人
に
麻
薬
取
締
法

六
四
条
二
項
に
い
う
営
利
の
目
的
が
あ
つ
た
と
み
と
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ま

た
も
し
み
と
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
果
し
て
営
利
の
目
的
が
刑
法
六
五
条
二

項
に
い
う
身
分
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
．

　
第
一
審
判
決
は
、
「
麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項
に
い
わ
ゆ
る
営
利
の
目
的
と

は
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
財
産
上
の
利
益
を
得
又
は
得
さ
せ
る
目
的

を
い
い
、
必
ず
し
も
継
続
的
、
反
覆
的
に
利
益
を
図
る
目
的
を
必
要
と
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
九
二
三
）



　
　
　
判
例
研
究

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
の
で
、
被
告
人
は
、
「
甲
が
本
件
麻
薬
を
本

邦
に
お
い
て
売
却
し
よ
う
と
す
る
営
利
の
目
的
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
知
つ
た

う
え
で
密
輸
入
を
し
た
以
上
、
少
く
と
も
、
第
三
者
に
財
産
上
の
利
益
を
得
さ

せ
る
目
的
は
あ
つ
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項
に
い
う
営

利
の
目
的
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
し
て
、
被
告
人
を
麻
薬
取
締
法
六
四

条
二
項
の
罪
に
処
し
、
第
二
審
は
、
第
一
審
の
事
実
認
定
の
も
と
に
共
謀
共
同

正
犯
を
み
と
め
て
、
第
一
審
判
決
の
結
論
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
判

所
は
、
「
営
利
の
目
的
」
あ
り
と
す
る
に
は
、
被
告
人
自
身
に
「
営
利
の
目
的
」

が
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
し
て
、
本
件
被
告
人
に
は
「
営
利
の
目
的
」
が

な
い
も
の
と
し
た
．

　
こ
の
点
、
学
説
は
ほ
と
ん
ど
「
営
利
の
目
的
と
は
、
財
産
上
の
利
益
を
え
、

ま
た
は
第
三
者
に
え
さ
せ
る
目
的
を
い
う
」
　
（
幡
訓
珊
。
穂
剛
甥
鋤
緋
研
難
遡
酬
融
網
駝

鯖
肛
靴
願
躰
）
と
解
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
従
う
か
ぎ
り
、
一
審
の

見
解
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
一
審
の
見
解
は
、
麻

薬
取
締
法
六
四
条
一
項
、
二
項
を
独
立
の
犯
罪
類
型
と
考
え
た
こ
と
か
ら
の
帰

結
で
あ
る
が
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
一
項
、
二
項
は
、
罪
質
、
保
護
法
益
と
も

同
質
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
規
定
形
式
か
ら
み
て
も
、
二
項
が
一
項
の
罪
と
は
別

個
独
立
の
犯
罪
類
型
を
定
め
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
（
畑
耕
か
田
耶
一
一
一
一
）
、

こ
の
点
か
ら
「
営
利
の
目
的
」
に
財
産
上
の
利
益
を
第
三
者
に
え
さ
せ
る
目
的

を
含
ま
せ
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
と
こ
ろ
で
、
真
正
目
的
犯
の
場
合
に
、
そ
の
目
的
を
自
己
の
た
め
に
す
る
目

的
の
み
に
限
定
す
る
と
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
目
的
を
も
つ
者
は
、
刑
法
六

五
条
一
項
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
か
ぎ
り
、
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
　
（
九
二
四
）

こ
の
よ
う
な
者
に
不
当
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
不
真
正
目

的
犯
の
場
合
に
は
、
強
い
て
報
助
犯
的
な
形
態
で
あ
る
第
三
者
の
た
め
に
す
る

目
的
ま
で
含
ま
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
目
的
を
自
己
の
た
め
に
す
る
目
的
に
限

定
し
て
も
、
処
罰
を
ま
ぬ
が
れ
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
必
ず
し
も

真
正
目
的
犯
の
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
う
必
要
は
な
い
．
し
か
も
実
質
的
に
は

類
型
的
に
み
て
麻
薬
の
輸
入
、
輸
出
、
製
造
と
い
う
一
項
の
犯
罪
に
財
産
上
自

己
の
た
め
に
す
る
営
利
の
目
的
が
直
接
結
び
つ
く
と
一
層
犯
人
が
か
か
る
犯
罪

に
誘
惑
さ
れ
や
す
い
う
え
に
、
犯
罪
社
会
学
的
に
み
て
も
反
覆
、
継
続
の
可
能

性
が
増
大
し
、
ひ
い
て
は
保
健
衛
生
上
の
危
害
も
増
大
す
る
が
、
財
産
上
の
利

益
を
第
三
者
に
え
さ
せ
る
場
合
に
は
、
犯
罪
へ
の
誘
惑
も
そ
れ
ほ
ど
大
で
は
な

い
こ
と
、
お
よ
び
麻
薬
取
締
法
六
四
条
一
項
も
一
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す

と
し
て
い
る
の
で
、
二
項
の
刑
罰
に
く
ら
べ
て
そ
れ
ほ
ど
刑
罰
に
軽
重
が
な
い

こ
と
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項
に
い
う
営
利
の
目
的

は
、
財
産
上
自
己
の
た
め
に
す
る
営
利
の
目
的
の
み
を
さ
す
と
解
す
る
方
が
自

然
で
あ
る
．
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
か
、
第
二
審
は
共
謀
共
同
正
犯
を
是
認
し

て
、
被
告
人
を
二
項
の
罪
に
問
う
て
い
る
が
、
共
謀
共
同
正
犯
に
つ
い
て
は
本

評
釈
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
第
二
に
果
し
て
か
か
る
「
営
利
の
目
的
」
が
身
分
に
あ
た
る
か
ど

う
か
が
問
題
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
法
律
用
語
と
し
て
の
身
分
と
い
う
の
は
、
「
法
律
上
と
く
に

意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
の
特
別
な
地
位
な
い
し
資
格
を
広
く
意
味
す
る
」

（
妹
㎝
縛
野
融
学
辞
典
）
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
文
理
解
釈

か
ら
離
れ
て
、
業
務
上
横
領
罪
に
非
占
有
者
が
加
担
し
た
事
案
に
お
い
て
、
身



分
と
は
、
「
男
女
の
性
別
、
内
外
国
人
の
別
、
親
族
の
関
係
、
公
務
員
た
る
資

格
の
よ
う
な
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
一
定
の
犯
罪
行
為
に
お
け
る
犯
人

の
人
的
関
係
で
あ
る
特
殊
の
地
位
ま
た
は
状
態
を
指
称
す
る
」
（
撮
渕
媚
柳
躯
杵

∫
熊
知
訊
構
纈
ガ
隊
㎝
瑚
賭
四
四
．
一
一
一
．
）
と
解
し
、
刑
法
六
五
条
一
項
の
身
分
に
あ
た

る
も
の
と
し
て
、
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
の
「
公
務
員
」
（
駄
縄
糊
贈
姻
謂
勉
b
に
Y

偽
証
罪
の
「
法
律
二
依
リ
宣
誓
シ
タ
ル
証
人
」
（
獄
卿
潤
錦
熟
主
肝
配
○
）
、
強
姦

罪
の
主
体
た
る
男
性
（
糧
劉
囎
加
四
の
”
一
窒
E
恥
）
、
収
賄
罪
の
「
公
務
員
」
（
献
劃
汰

財
一
妻
訊
撫
箆
）
、
背
任
罪
の
「
他
人
ノ
為
メ
其
事
務
ヲ
処
理
ス
ル
者
」
（
蹴
劃
醐
湘

一
一
面
慣
鹸
八
．
）
、
横
領
罪
の
「
他
人
ノ
物
ノ
占
有
者
」
（
獄
欄
執
璽
一
ニ
ゴ
ト
靴
）
な
ど
、

刑
法
六
五
条
二
項
の
加
減
的
身
分
と
し
て
は
、
常
習
賭
博
罪
の
　
「
常
習
者
」

蔽
淵
執
配
化
ル
酢
匹
蕪
）
、
尊
属
殺
人
罪
の
直
系
卑
属
た
る
地
位
（
環
瞠
糊
塾
」
孟
H

配
酷
）
、
業
務
上
堕
胎
罪
の
医
師
（
蹴
捌
款
証
砕
駄
㍉
琵
）
、
業
務
上
横
領
罪
の
業
務
上

の
他
人
の
物
の
占
有
者
（
轍
聯
欄
端
珊
棚
旭
耳
炬
琳
剰
鴎
妬
H
舶
憩
証
噸
則
最
）
な
ど
を

あ
げ
、
刑
法
二
二
五
条
の
営
利
拐
取
罪
に
お
け
る
営
利
の
目
的
は
、
刑
法
六
五

条
一
項
、
二
項
の
身
分
に
当
た
ら
な
い
（
献
瑚
鰍
旺
病
四
恥
．
二
）
と
し
て
、
身
分
に

は
、
多
少
と
も
継
続
的
な
性
質
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
．
と
こ
ろ
で
、
刑
法
二
二
五
条
の
営
利
拐
取
罪
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い

未
成
年
者
拐
取
罪
と
の
関
係
で
は
不
真
正
目
的
犯
と
み
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、

こ
れ
は
未
成
年
者
に
つ
い
て
だ
け
特
別
に
成
立
す
る
犯
罪
で
あ
つ
て
、
拐
取
罪

の
一
般
的
な
規
定
で
は
な
い
（
徽
墜
鞠
麟
㍊
説
酬
事
）
の
で
、
む
し
ろ
真
正
目
的
犯

に
つ
い
て
の
み
判
示
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
．
し
た
が
つ
て
、
本
件

は
不
真
正
目
的
犯
に
つ
い
て
の
事
例
な
の
で
、
果
し
て
判
例
に
変
更
が
あ
つ
た

の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
．

判
　
例
　
研
　
究

　
さ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
説
を
み
る
と
、
刑
法
六
五
条
一
項
を
真
正
身

分
犯
、
不
真
正
身
分
犯
の
成
立
の
問
題
と
考
え
、
二
項
を
不
真
正
身
分
犯
の
科

刑
に
つ
い
て
の
規
定
と
解
す
る
も
の
、
ま
た
、
一
項
を
真
正
身
分
犯
に
つ
い
て

二
項
は
不
真
正
身
分
犯
に
つ
い
て
の
規
定
と
解
す
る
も
の
と
を
問
わ
ず
、
身
分

と
は
、
男
女
の
性
、
内
外
人
の
別
、
親
族
の
関
係
、
公
務
員
の
資
格
等
、
其
の

他
汎
く
、
一
定
の
犯
罪
に
関
す
る
犯
人
の
人
的
関
係
た
る
地
位
又
は
状
態
を
い

う
（
語
痴
蕊
騰
測
翻
聖
鍼
愈
璃
、
蛸
餅
計
細
轟
輪
禦
監
額
監
誰
二
銘

村
静
子
・
「
共
犯
と
身
分
」
刑
事
法
辞
典
一
六
八
頁
下
段
、
久
礼
田
・
「
共
犯
と
身
分
」
判
例
演
習
刑
法

総
論
一
九
七
頁
、
佐
伯
・
刑
法
講
義
（
総
論
）
三
六
四
頁
以
下
、
西
原
・
刑
法
総
論
二
八
一
頁
、
福
田
・

踊
舷
騰
聯
ハ
獣
類
琳
澱
断
糊
ユ
α
嬬
酷
総
備
）
と
し
て
、
ほ
ぼ
判
例
に
同
調
し
、
刑
法
六

五
条
一
項
、
二
項
の
身
分
に
は
、
多
少
と
も
継
続
的
な
性
質
を
要
す
る
も
の
と

し
て
い
る
．
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
立
場
か
ら
は
、
営
利
の
目
的
は
、
主
観
的

違
法
要
素
で
一
時
的
な
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
身
分
に
あ
た
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
舶
瀦
町
－
調
一
一
証
モ
偲
銑
醗
醒
雛
㎜
ル
灘
飴
制
畑
柵
畦
礒
酪

掲
一
流
七
頁
、
福
田
．
警
察
研
究
三
九
巻
ス
号
二
九
頁
、
西
制
．
刑
法
雑
誌
一
五
．
三
、
四
合
併
号
一
〇

頁
は
　
判
例
の
身
分
の
定
義
と
は
異
な
り
　
刑
法
六
五
条
一
　
二
項
と
も
に
身
分
は
一
定
の
地
位
と
か
資

蠕
罐
師
勘
醒
硝
黙
輩
繍
蕊
耀
暖
切
購
艦
碓
掃
泌
腰
雄
噛
蹉
屍
“
ド
朋
的
は
）
．
他
方
、
木
村
博
士

は
、
刑
法
六
五
条
一
項
に
い
う
身
分
犯
は
、
純
正
身
分
犯
で
あ
つ
て
、
純
正
身

分
犯
の
本
質
は
一
定
の
身
分
あ
る
者
が
そ
の
身
分
に
よ
つ
て
一
定
の
義
務
を
負

担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
り
、
従
つ
て
、
本
来
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
負

担
す
る
身
分
あ
る
者
に
つ
い
て
だ
け
、
そ
の
義
務
違
反
に
よ
つ
て
犯
罪
の
成
立

が
あ
る
の
で
（
諏
酬
側
離
嫌
い
剛
舷
臆
輪
石
諮
黛
紅
就
額
嵐
ず
舷
）
、
一
項
の
身
分
は
、
社

会
的
・
法
律
的
等
の
人
的
関
係
に
お
い
て
特
定
の
義
務
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
の

地
位
又
は
資
格
を
意
味
し
、
単
な
る
犯
罪
の
常
習
性
や
目
的
犯
に
お
け
る
目
的

の
よ
う
な
行
為
者
の
永
続
的
又
は
一
時
的
な
心
理
状
態
を
含
ま
な
い
も
の
と
解

（
九
二
五
）
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す
ぺ
き
で
あ
る
が
、
不
真
正
身
分
犯
は
、
身
分
に
よ
つ
て
刑
が
加
重
さ
れ
た
場

合
を
い
い
、
刑
法
六
五
条
二
項
は
、
身
分
に
よ
つ
て
刑
が
減
軽
せ
ら
れ
る
場
合

も
含
ん
で
い
る
の
で
、
一
項
の
身
分
よ
り
も
範
囲
が
広
く
、
二
項
の
「
身
分
」

は
、
刑
の
加
重
・
減
軽
の
原
因
た
る
地
位
・
資
格
状
態
で
あ
れ
ば
よ
く
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
刑
法
五
〇
条
二
項
な
ど
に
い
う
と
こ
ろ
の
特
殊
な
「
一

身
的
な
性
質
又
は
関
係
」
に
該
当
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
林
酬
糎
・
．
聡
齢
一
肛

部
．
「
共
犯
と
身
分
」
体
系
刑
法
事
典
一
一
二
〇
頁
以
下
、
「
強
姦
罪
と
身
分
の
な
い
者
の
加
功
」
警
察
研
究

三
七
巻
一
一
号
一
一
九
頁
、
内
田
文
昭
・
「
身
分
犯
」
体
系
刑
法
事
典
一
〇
九
頁
以
下
大
野
・
「
共
犯
と
身

紛
津
洲
雛
諦
蓮
恥
億
齢
額
ギ
齢
翻
轍
墜
元
政
酪
肌
梼
分
」
）
と
述
べ
ら
れ
、
判
例
に
よ
つ
て

定
義
さ
れ
た
身
分
の
概
念
は
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
「
身
分
」
を
意
味
す
る

に
す
ぎ
ず
、
目
的
も
二
項
に
い
う
身
分
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
見

解
に
よ
れ
は
、
本
件
を
す
な
お
に
是
認
で
き
よ
う
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
果
し
て
判
例
は
刑
法
六
五
条
一
項
の
身
分
と
二
項
の
身
分

と
に
差
異
を
認
め
、
二
項
の
身
分
に
継
続
的
性
質
を
不
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
現
行
麻
薬
取
締
法
が
制
定
さ
れ
た
当

時
、
麻
薬
取
締
法
六
四
条
一
項
は
．
一
二
条
一
項
に
い
う
輸
入
、
輸
出
、
製
造

の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
旨
規
定
し
、
六
六
条

に
は
営
利
の
目
的
で
六
四
条
の
違
反
行
為
を
し
た
者
を
処
罰
す
る
規
定
を
お

ぎ
、
六
七
条
に
六
四
条
の
常
習
犯
処
罰
の
規
定
、
二
項
に
常
習
営
利
犯
の
処
罰

を
規
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
た
が
昭
和
三
八
年
の
法

改
正
で
、
常
習
犯
お
よ
び
常
習
営
利
犯
の
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
六
四

条
一
項
に
二
一
条
一
項
違
反
を
規
定
し
て
、
刑
を
従
前
よ
り
引
き
上
げ
、
営
利

目
的
に
よ
る
一
二
条
一
項
違
反
を
、
無
期
若
し
く
は
三
年
以
上
の
懲
役
に
処

し
、
又
は
情
状
に
よ
り
無
期
若
し
く
は
三
年
以
上
の
懲
役
及
び
五
百
万
円
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
　
（
九
二
六
）

の
罰
金
に
処
す
る
と
し
て
、
刑
罰
を
加
重
し
、
麻
薬
犯
撲
滅
に
対
処
す
る
に
い

た
つ
た
の
で
あ
る
．
そ
の
改
正
の
事
情
は
、
「
常
習
犯
及
び
常
習
営
利
犯
の
規

定
は
除
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
常
習
犯
、
営
利
常
習
犯
に
対
す
る
判
決
の
既
判

力
は
、
判
決
確
定
前
の
余
罪
の
す
べ
て
に
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、
実
質
的
な
科
刑

の
適
正
が
期
さ
れ
な
い
点
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
．
こ
れ
に
よ
つ
て
、
従
来

包
括
し
て
常
習
犯
等
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
数
個
の
行

為
は
、
今
後
は
お
お
む
ね
餅
含
罪
と
し
て
処
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
法
定
刑
の
引
上
げ
と
あ
い
ま
つ
て
、
か
え
つ
て
厳
正
な
科
刑
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
．
」
（
群
働
驚
噺
競
瑛
勲
締
）
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ

る
が
、
改
正
当
初
、
麻
薬
取
締
法
は
保
健
衛
生
上
の
危
害
の
撲
滅
を
貫
徹
す
る
こ

と
か
ら
、
常
習
犯
を
削
除
す
る
に
い
た
つ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
麻
薬
取
締
法

六
四
条
二
項
の
営
利
の
目
的
は
、
単
純
に
一
時
的
な
も
の
、
主
観
的
違
法
要
素

で
あ
る
か
ら
、
身
分
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
に
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
と

同
時
に
、
こ
の
種
の
犯
罪
を
犯
罪
社
会
学
的
に
み
る
と
、
類
型
的
に
継
続
的
な
性

質
を
も
つ
犯
罪
で
あ
る
の
で
、
営
利
拐
取
罪
と
か
そ
の
他
の
目
的
犯
と
は
同
一

視
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
慮
の
も
と
に
判
旨
は

麻
薬
取
締
法
六
四
条
二
項
の
目
的
犯
の
目
的
を
身
分
に
当
た
る
も
の
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
身
分
犯
と
は
、
通
常
人
が
犯
し
え
な
い
犯
罪
、
ま
た
は

通
常
人
も
犯
し
う
る
が
身
分
の
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
刑
の
軽
重
の
あ
る
犯
罪
を

い
い
、
身
分
の
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
定
の
義
務
が
生
じ
、
法
益
の
侵
害
な
い
し

危
険
性
の
高
い
も
の
、
ま
た
は
常
習
犯
の
よ
う
に
一
定
の
義
務
は
生
じ
な
い
が

法
益
の
侵
害
な
い
し
危
険
性
の
高
い
も
の
、
ま
た
は
自
己
堕
胎
罪
の
懐
胎
の
婦

女
の
よ
う
に
自
傷
行
為
に
合
わ
せ
て
期
待
可
能
性
の
低
い
も
の
を
も
含
む
も
の



と
解
す
べ
き
で
、
行
為
者
的
、
か
つ
類
型
的
に
み
て
継
続
的
性
質
を
必
要
と
す

る
．
し
た
が
つ
て
、
常
習
犯
の
よ
う
に
法
益
の
侵
害
の
危
険
性
の
高
い
点
が
身

分
犯
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
と
、
営
利
目
的
犯
に
お
け
る
目
的
も
刑
法
に
い

う
身
分
に
あ
た
る
と
い
え
な
く
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
た
だ
、
常
習
犯
の

常
習
性
は
行
為
老
的
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
継
続
的
性
質
を
も
つ
が
、
目
的
犯

に
お
け
る
目
的
は
、
行
為
老
的
要
素
で
は
な
く
て
行
為
的
要
素
で
あ
る
か
ら
、

通
常
人
も
営
利
目
的
犯
を
随
時
、
犯
し
う
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
般
的
に
麻

薬
取
締
法
六
四
条
二
項
の
営
利
の
目
的
を
身
分
に
含
ま
せ
る
こ
と
は
妥
当
で
な

い
と
思
わ
れ
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
性
質
上
、
目
的
犯
に
も
、
非
継
続

的
な
も
の
と
継
続
的
、
職
業
的
な
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
後
者
に
つ
い
て
は
常
習
犯
の
認
定
が
な
さ
れ

る
か
ど
う
か
は
別
論
と
し
て
、
常
習
犯
に
類
似
し
た
理
論
構
成
も
可
能
と
な
る

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
一
般
的
、
抽
象
的
な
議
論
と
し
て
は
判
旨
に
納
得
で
き
な
い

面
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
な
し
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
種

の
事
例
に
限
つ
て
、
具
体
的
な
判
断
と
し
て
判
旨
は
実
質
的
に
正
鵠
を
得
て
い

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
．

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
判
旨
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
谷
　
理
子
・
筑
間
　
正
泰
）
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三
　
　
　
（
九
二
七
）


